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まちづくり推進部まちづくり事業課 

 

弥生町二丁目１９番地区防災街区整備事業の進捗状況について 

 

 

１ 主な経緯等 

弥生町二丁目１９番地区（以下「当地区」という。）については、令和４年３月に当地

区の全地権者１９名が参加して「弥生町二丁目１９番街区防災街区整備事業準備会」（以

下「当準備組織」という。）が設立され、同年７月に、当準備組織から中野区に対し防災

街区整備事業による「まちづくり提案書」が提出されている。 

区は昨年８月に、当提案内容を考慮し、延焼防止上及び避難上の機能の確保、土地の

合理的かつ健全な利用を図るため、「特定防災街区整備地区」及び「防災街区整備事業」

の都市計画を決定している。 

今後は当準備組織からの申請に基づき、事業組合設立認可、事業計画認可を予定して

いるため、進捗状況について報告する。 

 

２ 進捗状況 

（１）事業計画等申請に向けた検討状況 

当準備組織は、まちづくり提案書に基づく基本設計により公共施設管理者協議を

進めると共に、事業計画認可申請に向け事業計画書及び資金計画書等の作成並びに

権利者との合意形成を進めている。 

 

（２）地域貢献の概要 

ア 本郷通り拡幅部の用地確保、建物の不燃化により延焼遮断帯機能を強化し、 

  都市の防災性向上に寄与 

イ 行き止まり道路や接道不良敷地が集中する街区について、大街区化により老朽  

建築物を更新し、土地の合理的かつ健全な利用が可能 

ウ 老朽化した公園擁壁の改修、南北に通り抜ける歩行者動線を確保し、周辺の 

密集市街地における延焼防止上及び避難上必要となる機能の確保に貢献 

 

（３）事業概要（案） 

別紙のとおり 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年３月 事業組合設立認可申請、事業計画認可申請 

令和６年度 事業計画案の縦覧（区） 

事業組合設立認可・公告（東京都） 

事業計画認可・公告（東京都） 

権利変換計画認可申請 



（仮称）弥生町二丁目19番地区防災街区整備事業の概要(案)

施行地区の概況及び事業の目的１

事業概要（予定）
東京都市計画事業 弥生町二丁目19番地区防災街区整備事業事 業 名 称
弥生町二丁目19番地区防災街区整備事業組合施 行 者
組合設立認可公示の日 ～ 2027年度事 業 施 行 期 間
中野区弥生町二丁目17番1他(地番)施 行 地 区
約0.2ha地 区 面 積
土地所有者1件、借地権者18件権 利 者 の 状 況
旭化成不動産レジデンス株式会社参 加 組 合 員

防災街区整備事業の概要３

経緯および今後の予定
弥生町二丁目19番街区防災街区整備事業準備会設立2022年3月
まちづくり提案書提出7月
都市計画決定2023年8月
事業計画・組合設立認可2024年度
権利変換計画認可2024年度
工事着工2025年度
工事竣工・事業完了2027年度

整備方針・計画配置図・断面イメージ４

本郷通り

弥生町
二丁目
公園

藤神稲荷神社

約1,430㎡敷地面積

約4,120㎡容積対象面積

約4,000㎡専有面積

約290％計画容積率

約31ｍ建物高さ

地上10階・RC造規模・構造

共同住宅・約70戸主要用途・住戸数

◆防災施設建築物の概要◆
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施行区域

◆整備方針・計画配置図◆

◆断面イメージ◆

擁壁の改修

本郷通りの拡幅整備
・拡幅整備に備え、用地を確保す
　ることで延焼遮断帯形成に寄与

・壁面後退部に敷地内通路として
　本郷通りと弥生町二丁目公園を
　結ぶ歩行者動線を整備

・かまどベンチやマンホールトイ
   レ等防災機能を配置し、弥生町  
   二丁目公園との利用連携を図る

・貫通通路の整備に合わせ老朽化
　している擁壁の安全性の向上

・壁面後退による離隔、空地
　確保、耐火建築物への更新
　による不燃化促進により延
　焼の拡大を防止

・アフターコロナに対応し、
　ワークスペースを計画
・災害時は一次的な滞留スペ
　ースとして地域に開放可能
　とする

※現時点での計画内容

別紙

都市計画における制限

２ 都市計画の概要(特定防災街区整備地区・防災街区整備事業)

○本地区を含む弥生三丁目周辺地区は、東京都の「重点整備地域」及び木造住宅密集市街
　地の防災性向上と居住環境の改善を目的とした「東京都不燃化推進特定整備地区（不燃
　化特区）」に指定されている。

○本地区は、東京メトロ丸ノ内線中野新橋駅の南東約200ｍに位置し、都市計画道路補助第
　63号線（本郷通り）の沿道敷地と弥生町二丁目公園を含む面積約0.2haの地区である。

○地区内には、行き止まりの狭あい道路や接道不良敷地に木造老朽建築物が多く密集し、
　個々の地権者による建物の自主更新が困難であることから、都市計画事業である防災街
　区整備事業により、防災性能を備えた建築物と公共施設を一体的に整備することで、密
　集市街地において延焼防止上及び避難上必要となる機能を確保し、土地の合理的かつ健
　全な利用を図ることを目的とする。

特定防災街区整備地区 ①建築物の敷地面積の最低限度
②壁面の位置の制限

①公共施設（都市計画道路、公園）の配置及び規模の制限
②区域西側に歩行者用貫通通路の設置
③防災施設建築物の構造(耐火建築物)及び配置
④高さの制限(7m以上)等

防 災 街 区 整 備 事 業


